
平成 24 年第３回（９月）出雲崎町議会定例会 

一 般 質 問 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 
諸橋和史 議員 

(一問一答) 

１．今後町は、柏崎刈羽原発とどう関わっていくのか。 

 

 ２．産業について 

 

  農水産、工、商業全てにおいて衰退を感じます。 

  町は出雲崎の産業をどのように導いていくのですか。 

２ 

 

三輪 正 議員 

(一問一答) 

１．人口増に戦略部門設置を 

 

 町の５年、10 年後のビジョンを示し、特に最重要課題であ

る人口減を食い止めるため、町の中に中核となる部門、組織を

作り、子育て、婚活、住宅など総合的に検討し、実施すること

が必要と考えるが町長の考えを伺います。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

 

 

 

 

 

仙海直樹 議員 

(一問一答) 

１．ピロリ菌対策に公費助成を 

 

胃がんや胃潰瘍などの原因とも言われているピロリ菌。 

胃がんを発症する 90％が、この菌に感染し胃がんの原因と

も言われている。 

  この検査、除去の治療は保険適用外のため自己負担が大きい

ので、行政による公費助成は考えられないものか。 

 

 ２．良寛記念館の町移管に伴う今後の活性化策は 

 

  平成 25 年１月１日より記念館の町移管に伴い今後の運営は

税金によるものと考えられます。 

  そのためには、入館者増につながる等の活性化策を講じる必

要があると考えられますが町長の考えをお聞きします。 

４ 

 

田中 元 議員 

(一問一答)  

１．潜在資源の活用は 

 

当町の人口も昭和32年の合併時の人口が13,000人であった

のに、時代の経過とともに人口が減り続け８月の広報でつい

に 5,000 人を割り込みました。 

人口減に歯止めをかける施策の努力もありますが、働く場所

の少ない当町においては施設が必要と考えます。駅前地区の

活性化も含め当町の地下資源を利用した施設の建設を施策と

して考えられないか町長の考えを問う。 



 


